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たんけん ! われらのまち～世界に目を向けよう～

氏名：関本　華佳	 学校名：つくば市立春日学園義務教育学校

担当教科：全教科	 実践教科：つくばスタイル科（総合）

時間数：11時間	 対象学年：3年	 人数：39 名

【1】単元のテーマ・目標（評価の観点を意識して設定）：

タンザニアのお気に入りの写真を６年生に伝える活動を通して、世界にはさまざまな国があり、そこでは日本

とは異なる文化や生活があることを知り、広い視野をもって他の国に興味をもてるようにする。

【2】 単 元 の 評 価 基

準

個別の知識・技能 世界の国々の衣食住、文化、などを知り日本や他の国と比べる

ことができる。

思考力・判断力・表現力 タンザニア観光大使になって、タンザニアのよさを６年生に伝

えることができる。

学びに向かう力 世界には様々な国があり、それぞれの暮らしがあることを知り、

それらを将来へどのようにつなげていくかを考えることができる。

【3】単元設定の理

由

（児童観、教材観、

指導観）

（児童観）

児童の実態（計 38 名）

アンケート結果から分かることは、知っている外国はたくさん出てきたが、知ってい

るアフリカの国となると解答数がとても少なかった。また、東京オリンピックの認知度

はクラスの半数であった。

そこでタンザニアの基本情報をしっかりおさえ、6 年生との交流活動を通しながら、

タンザニアの国の魅力に気づかせたい。また、4 年に 1 度の祭典が、日本（東京）で行

われるという希少な時間であることを押さえながら、オリンピックへの招待状を書く体

験を取り入れた興味・関心を高める学習展開を図っていきたい。

（教材観）　　

本単元はつくば市が設定しているつくばスタイル科の単元をもとにして、さらに世界

に目を向けて行う。本年度 JICA の教師海外研修に参加した機会を生かし、現地の子ど

もたちに、東京オリンピック・バラリンピックの招待状を実際に届けるという場を設定

【実施概要】

質 問 項 目 主 な 解 答

①知っている外国の国を 5 つ書

きましょう。

アメリカ、中国、フランス、オーストラリア、ドイツ、

ロシア、スペイン、その他多数

②知っているアフリカの国を書

きましょう。
南アフリカ共和国、エジプト、モロッコ

③ 2020 年に日本で行われる世界

のスポーツの祭典は？
東京オリンピック 19 人
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【4】展開計画（全 11 時間）　

時 テーマ・ねらい 活動・内容 使用教材

1 単元の見通しをもつ。 　タンザニアの子どもたちに日本の良さを伝え

て、東京オリンピック・パラリンピックの招待

状を書くという単元の見通しをもつ。

2・3 タンザニアの基本的な

情報を知る。

インターネットなどを活用し、タンザニア

クイズに答えながらタンザニアの基本情報を知

る。

・「わたしたちの地球と未

来タンザニア連合共和国」

（愛知県国際交流協会）

・ワークシート

4・5 6 年生から日本の良さ

を教えてもらう。

6 年生との交流学習で、日本の良さを 6 年生

に教えてもらう。

・ワークシート

6 タンザニアの子どもた

ちへ招待状を書く。

調べたことや 6 年生に教えてもらったことを

もとに、タンザニアの子どもたちに日本の良さ

を伝えられるような招待状を書く。

・招待状（新聞紙）

7 タンザニアの子どもた

ちへ招待状を渡す。

タンザニアの子どもたちに作った招待状を渡

す。（教師）

・作成した招待状

・日本の子どもたちの写

真

することができる。招待状を作成する中で、自分の住んでいる地域や日本のことをより

深く知り、それを招待状に書いて発信する活動を通して、世界に目を向け広い視野をもっ

て考えられる児童の育成を目指していきたい。

招待状を書く際には、事前に社会科で日本の歴史を学習している 6 年生に日本の良さ

を伝えてもらう機会を設け，そのことをもとに作成していきたい。そして、3 年生が 6

年生にタンザニアについて学習したことを伝える異学年交流を行う。また、タンザニア

について学習するだけではなく、本校の特色を活かし、3 年生がタンザニア観光大使に

扮して、タンザニアのよさを 6 年生に伝える活動を設定することで、相手意識をもって

取り組めるようにする。

（指導観）論理的思考力・人と豊かにかかわる力を高めるための手立て

①　思考スキルの活用　

児童にとってアフリカのタンザニアは、日本とはあまり関わりのない国というイメー

ジが強い。しかし、タンザニアクイズを行い、日本とタンザニアの共通していること、違っ

ていることをベン図にまとめることで、日本と同じこともあることに気付きタンザニア

を身近に感じられるようにする。本校では様々な国籍の児童がクラスにいることも珍し

くない。世界ではクローバル化が進んでおり、その中を生きていく児童が、タンザニア

について学習することを通して、国籍にとらわれず人と豊かにかかわる力を養っていけ

るようにしたい。

②　学びの自覚化を図る工夫

単元の終盤において、「タンザニア観光大使になってどんなことを感じましたか。」「ク

ラスに外国の友だちがいたらどうしますか。」「この学習を通して何か感じたことはあり

ますか。」「外国に行ってみたいですか？」などを問いかけ，授業の前後における考えの

変化について振り返りを行う。振り返りを行う中で、多様な意見を取り入れることで，

新しい考えが生まれることに気付けるようにしたい。
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8・9 6 年生への発表準備。 タンザニアについて，6 年生に伝えるための

発表の準備をする。

・ビックパット

・発表資料

（パワーポイント）

・ティンガティンガ

・カンガ

・タンザニアの学校の制

服

10

本時

6 年生への発表 タンザニア観光大使になって、タンザニアの

よさを発表する。

・ビックパット

・発表資料

（パワーポイント）

・ティンガティンガ

・カンガ

・タンザニアの学校の制

服

・ワークシート

11 まとめ 世界の国々にも目を向けながら生活しようと

する。

・ワークシート

【5】本時の展開

過程・時間 学習活動 指導上の留意点（支援） 資料（教材）

導入

(10 分 )

展開

1. 本時の課題をつかむ。（一斉）

2. 東京オリンピック・パラリン

ピックの招待状への返事に

ついて紹介する。（一斉）

・3 年生が書いた招待状やも

らった返事について、6 年

生に伝える。

3. タンザニア観光大使となっ

て、タンザニアのよさを発

表する。（グループ）

　・食べ物グループ（2）

　・都市と農村部のちがい（1）

　・学校について（3）

　・青年海外協力隊について（2）

　・タンザニアの発見（1）

　　　　（場の設定）

・本時は、タンザニア観光大使になっ

て、6 年生にタンザニアのよさを

伝えることを確認する。

・ルーブリックを提示し、学習の見

通しをもてるようにする。

・タンザニアで返事を書いている様

子の写真や動画を見せながら、教

師が紹介する。

・タンザニアの子どもたちが、招待

状の返事を書いている様子を見

て、自分たちが書いた招待状が実

際に届いたことを実感できるよう

にする。

・事前にオープンスペースにタンザ

ニアコーナーを設置して、児童が

印象に残った写真を選べるように

しておく。

・児童がタンザニア観光大使に扮す

ることによって、意欲をもって発

表できるようにする。

・発表形式はグループごとに場所を

決めて、3 年生と 6 年生との距離

を近くにして質問や感想を言いや

すい雰囲気にする。

・ビックパット

・パワーポイント

・招待状の返事

・ビックパット

・発表資料

（パワーポイント）

・ティンガティンガ

・カンガ

・タンザニアの学校の制

服

・ワークシート

タ ン ザ ニ ア 観 光 大 使 に
なって，タンザニアのよさ
を 6 年生に伝えよう。
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Ａグループ　　　

・学校について

・食べ物について

・青年海外協力隊について

Ｂグループ　　

・学校について

・食べ物について

・タンザニアの発見について

Ｃグループ　

・学校について

・食べ物について

・青年海外協力隊に

４　教師がタンザニア以外の他

の国について紹介し、他の国

にも興味をもてるようにす

る。（一斉）

・発表時には実物を見せたり、ビッ

クパットに写真を映したりし、発

表する意欲を高め、見ている児童

にも分かりやすい発表にする。

・6 年生に発表を聞く観点を示し，質

問や感想を言いやすいようにす

る。

・6 年生には、タンザニアのよさが

わかり、行ってみたいと思えるグ

ループに「いいねシール」をはっ

てもらう。また、6 年生からの質

問や感想をもらえるようにする。

・教師が行ったことのある外国につ

いて紹介し世界にはさまざまな国

があり、そこでは文化や生活があ

ることを知り、広い視野をもって

他の国に興味をもてるようにす

る。

・電子黒板に写真や動画を映して紹

介する。

・教師の考えの押しつけにならない

ように配慮する。

・ビックパット

・パワーポイント

(35 分）

まとめ

5.　ルーブリックを用いて自己

評価を行い、学習の振り返り

をする。

　Ｓ…自分がよいと思った理由

を説明しながらタンザニ

アのよさを伝えることが

できる。

  Ａ…タンザニアのよさを伝え

ることができる。

・自己の変容に自覚することができ

るように「タンザニア観光大使に

なって、6 年生にタンザニアのよ

さを伝えるために工夫したことや

苦労したことは何ですか。」と発問

をし、振り返りの充実を図る。

期待する児童の記述・発言例

〔評価基準〕
評価規準

わたしは、タンザニア観光大使に
なって 6 年生にタンザニアの食べ
物のよさを伝えました。理由を付け
加えて発表できたので、6 年生にた
くさん「いいねシール」や感想を言っ
てもらえてうれしかったです。タン
ザニアのことをもっと知りたくなり
ました。他の国についても知りたく
なりました。

　 タ ン ザ ニ ア 観 光 大 使 に
なって，6 年生にタンザニア
のよさを伝えている。（ワー
クシート，発言）
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【授業実践の様子】

〈発表の様子〉

〈カンガやティンガティンガを実際に使って発表しました。〉

【6】本時の振返り

・事前に「タンザニアコーナー」を教室前に設置したことは、実際のものに触れさせる良い機会となった。その

ことが発表の際の説明を深化させる手助けにつながり、とても有効であった。

・児童が「6 年生にタンザニアを知ってもらいたい。」という願いを込めながら、国の情報収集を行ったり、タ

ンザニア観光大使に扮したりして、タンザニアをアピールする活動を行ったことは、学習への思いをより高

めるきっかけとなり、とても有効であった。

・6 年生が「タンザニアに行ってみたい。」と思ってもらえた時には、3 年生に「いいねシール」がもらえるよう

にしたところ、それぞれの班に多くのシールが貼られた。その手立てが、児童一人一人の意欲向上につながり，

とても有効であった。

〈いいねシール〉　　　　　　　　　　　　　　　〈タンザニアコーナー〉

　6 年生に向けて写真をビック
パットに映して発表しました。
　発表内容は暗記をして、原稿を
読むのではなく話して伝えるこ
とを意識しました。また、暗記を
して身振り手振りをいれて行い
ました。
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【7】単元を通した児童生徒の反応 / 変化

〈ワークシートからの振り返りから〉

○タンザニア観光大使になって、6 年生にタンザニアのよさを伝えるために工夫したことは何ですか？

・理由をどう書いたら 6 年生が分かるかどうか考えて書きました。

・タンザニアのことを 6 年生に伝えるために、タンザニアの良いところをたくさん調べてがんばった。日本とタ

ンザニアの違うとことと同じところをたくさん見つけられて、タンザニア観光大使になれたと思う。

・6 年生がタンザニアに行きたいと言ってくれるようにがんばって発表原稿を書きました。タンザニアのことが

思い浮かぶように身振り手振りをやりながら発表することが難しかったけれどがんばりました。

・どうしたら 6 年生に「行ってみたい」と思ってもらえるかなと考えながら発表原稿を考えた。

・実際にカンガを着て 6 年生に発表することができた。

・6 年生が知らないなと思うものを探して発表の中に入れました。

・友だちや先生のアドバイスをもとに、「自分の言葉」にして伝えました。

・発表原稿は、先生に言われたことをそのまま書かないで言葉を考えるのにとても時間がかかって苦労したけれ

ど、一番気持ちのいい発表ができた。

【途上国・異文化への意識の変容について】

（授業前）

・タンザニアという名前すら知らなかった。（アメリカやロシアのことは少し知っていたけれど）

・タンザニアはものすごく遠いと思っていた。

・みんな日本と同じような国だと思っていた。

・日本とは全然ちがう人たちだと思っていた。

・アフリカは農村ばかりだと思った。

・日本に住んでいる人は幸せで、途上国の人はかわいそうだなとテレビを見ながら思っていた。

・途上国の人たちの生活が悪く、死んでしまう人が多いと思っていた。

（授業後）

・外国語をたくさん勉強したい。

・外国について調べるようになった。

・外国にもいろいろな文化があることを知った。

・外国に行きたいと思った。

・外国で働きたいと思った。

・外国人の人とお話をしてみたいと思った。

・これからもっと世界のことを知りたいと思った。

・外国の人と友だちになりたいと思った。

・タンザニアには日本の物もあると分かった。

・先生がタンザニアに行ってから外国は思ったよりいいところだと思った。外国がとても好きになった。

・タンザニアのことを知る前は外交のことを深く考えたことがなかったけれど、タンザニアのことを知ってから外

国人と日本人は近い存在なんだなと思う。

・外国は少し怖い国だと思っていたけれど、今は行ってみたくなるくらいおもしろい国だとわかった。

・外国にはその国だけのいい所がたくさんあるから調べてみたいと思った。
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1. 苦労した点 　最初に「先生，タンザニアに行ってくるよ」と伝えた時に、児童にとって身近な国では

ないので、これから行う学習に対しての意欲づけが苦労した。

　児童が、6 年生にタンザニア観光大使として発表をする際には、教師の意見や考えや思

いを押しつけすぎないように気をつけた。3 年生の児童が写真や教師の話を聞いて、素直

に何を感じ、6 年生に何を伝えたいのかを引き出すことのきっかけづくりに悩んだ。

2. 改善点 　子どもたちの意欲を高めるために、タンザニア観光大使の名札をつけて発表したり、タ

ンザニアコーナーを設置したり、いいねシールを 6 年生に向けたりと工夫することがで

きた。しかし、もっと意欲的に発表できるような工夫が必要だったと感じた。他の先生方

の授業を参観させていただき、パスポートを作ったり、スワヒリ語であいさつをしたり、

タンザニア国家を歌っていたりと、3 年生では難しいかなと思ったことにも挑戦してみて、

意欲付けができればよかったと感じている。

3. 成果が出た点 　今まで自分の狭いコミュニティでしか物事を考えていなかった児童が、ワークシートに

もあるように「英語を勉強してみたい。」「海外に行ってみたい。」と思えるようになった。

少しではあるが、広い視野をもって物事を考えるきっかけを与えることができたのではな

いかと思う。児童にとって、今後益々国籍や生まれ育った環境の違う人たちと同じ教室で

学習したり、働いたりする機会が増えてくる。その時に、この学習で得たことを活かして

生活していくことこそが、成果なのではないかと考える。

4. 備考（授業者によ

る自由記述）

　3 年生の児童に国際理解教育というと、「難題なのでは？」と思ったが、6 年生との異

学年交流活動を通すことで、児童が、相手や目的を意識しながら楽しく意欲的に学習する

ことができた。もっと、日本のいい所や自分というものを理解して、国際理解をさらに深

めていけるように助言していきたい。

添付資料：

【資料 1】　　　　　　　　　　　　　　　　　【資料 2】

【自己評価】
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【資料 3】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【資料 4】

【資料 5】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【資料 6】

【資料 7】


